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「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
に
つ
い
て 

 

橋
寺
知
子 

 

こ
こ
に
翻
刻
し
た
文
書
は
、
「
明
治
弐
拾
八
年
十

一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細

書
」
と
題
さ
れ
た
大
阪
市
住
吉
区
・
住
吉
大
社
の
建

築
に
関
す
る
記
録
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
、

明
治
二
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
当
時
、
境
内
に
存
在

し
た
建
造
物
の
正
面
図
、
側
面
図
、
平
面
図
等
が
略

図
で
示
さ
れ
、
建
造
物
の
来
歴
、
修
理
や
建
替
え
の

年
月
や
内
容
等
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
宮

本
殿
の
み
な
ら
ず
、
末
社
の
建
物
か
ら
神
楽
所
や
各

種
の
門
、
鳥
居
、
蔵
、
木
柵
に
至
る
ま
で
、
境
内
の

工
作
物
の
多
く
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

表
紙
の
左
下
に
欠
損
が
あ
り
、
そ
の
作
成
者
あ
る
い

は
作
成
機
関
は
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

古
代
以
来
の
長
い
歴
史
を
も
つ
住
吉
大
社
だ
が
、

明
治
期
に
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
神
宮
寺
の
破
却
、
境

内
地
の
近
代
公
園
化
、
そ
れ
に
伴
う
境
内
面
積
の
大

幅
な
減
少
な
ど
、
大
き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま

た
明
治
期
に
は
二
回
の
遷
宮
を
伴
う
修
理
が
行
わ

れ
て
お
り
、
建
物
や
工
作
物
は
変
化
し
、
神
社
空
間

に
も
「
近
代
化
」
が
進
ん
だ
。
「
明
治
弐
拾
八
年
十

一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細

書
」
は
、
そ
の
二
回
の
大
修
理
の
間
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
住
吉
大
社
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
資

料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
明
治
中
期
の
社
務

日
誌
や
建
築
関
係
書
類
等
の
所
蔵
は
少
な
く
、
こ
の

文
書
は
そ
の
空
白
期
を
埋
め
る
資
料
と
な
り
得
る
。

 

 

住
吉
大
社
の
建
築
に
関
し
て
は
、
住
吉
大
社
歴
史

的
建
造
物
調
査
委
員
会
編
著
『
住
吉
大
社
歴
史
的
建

造
物
調
査
報
告
書
』
（
平
成
二
十
一
年
十
月
）
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
第
四
十
九
回
式

年
遷
宮
（
平
成
二
十
〜
二
十
三
年
）
に
際
し
、
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
住
吉
大
社
の
歴
史
的
建
造

物
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
明
治

期
の
建
造
物
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
通
り
、

住
吉
大
社
所
蔵
の
資
料
で
は
詳
細
が
わ
か
ら
な
い

部
分
が
あ
る
た
め
、
概
要
を
示
す
に
と
ど
ま
る
部
分

が
見
ら
れ
る
。 

 

上
記
報
告
書
に
関
わ
る
調
査
結
果
の
一
部
を
発

表
し
た
も
の
に
、
水
田
丞
「
住
吉
大
社
末
社
招
魂
社

（
旧
住
吉
神
宮
寺
護
摩
堂
）
の
復
原
」
（
平
成
二
十

二
年
度
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
発
表
会
研

究
報
告
集
、
計
画
系
九
一
七
〜
九
二
〇
ペ
ー
ジ
、
二

〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
境
内
に
あ
っ
た
神
宮
寺
は
、

明
治
期
に
消
滅
し
た
が
、
遺
構
は
移
築
・
転
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
住

吉
大
社
末
社
招
魂
社
と
し
て
現
存
す
る
旧
神
宮
寺

護
摩
堂
を
調
査
し
、
復
原
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

直
接
、
近
代
の
住
吉
大
社
の
建
築
を
取
り
扱
う
も
の

で
は
な
い
が
、
明
治
期
の
住
吉
大
社
で
は
、
施
設
面

で
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

 

「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官

営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
と
、
住
吉
大
社
に
残
る
そ

の
前
後
の
時
期
の
資
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
空
白
期
と
な
っ
て
い
た
明
治
期
の
住
吉

大
社
の
建
築
お
よ
び
境
内
の
様
子
を
連
続
的
に
把

握
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

○
明
治
期
の
修
営
と
本
文
書
の
作
成
時
期 

 

『
住
吉
大
社
歴
史
的
建
造
物
調
査
報
告
書
』
に
よ

る
と
、
明
治
期
に
は
建
造
物
の
修
理
や
屋
根
の
葺
替

え
な
ど
の
実
施
に
伴
い
、
二
度
の
遷
宮
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
ず
一
度
目
は
明
治
十
年
代
で
、
明
治
十
年

六
月
に
第
一
本
宮
の
仮
遷
宮
が
実
施
さ
れ
、
修
理
が

行
わ
れ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
最
も
破
損
が
甚
だ

し
か
っ
た
第
四
本
宮
の
仮
遷
宮
が
行
わ
れ
た
。
修
理

や
屋
根
の
葺
替
え
を
行
い
、
明
治
十
一
年
五
月
に
第

一
・
第
四
本
宮
、
翌
十
二
年
三
月
に
第
二
・
第
三
本

宮
の
正
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
度
目
の
遷
宮
は

明
治
三
十
年
代
で
、
第
一
本
宮
の
棟
札
の
記
載
に
よ

る
と
、
前
回
の
遷
宮
か
ら
二
十
年
目
の
明
治
三
十
一

年
に
屋
根
の
葺
替
え
が
出
願
さ
れ
た
が
、
許
可
を
得

る
の
に
二
年
を
要
し
、
明
治
三
十
四
年
に
着
手
・
落

成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
本
宮
以
下
の
修
繕
は
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「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
に
つ
い
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橋
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知
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こ
こ
に
翻
刻
し
た
文
書
は
、
「
明
治
弐
拾
八
年
十

一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細

書
」
と
題
さ
れ
た
大
阪
市
住
吉
区
・
住
吉
大
社
の
建

築
に
関
す
る
記
録
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
、

明
治
二
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
当
時
、
境
内
に
存
在

し
た
建
造
物
の
正
面
図
、
側
面
図
、
平
面
図
等
が
略

図
で
示
さ
れ
、
建
造
物
の
来
歴
、
修
理
や
建
替
え
の

年
月
や
内
容
等
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
宮

本
殿
の
み
な
ら
ず
、
末
社
の
建
物
か
ら
神
楽
所
や
各

種
の
門
、
鳥
居
、
蔵
、
木
柵
に
至
る
ま
で
、
境
内
の

工
作
物
の
多
く
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

表
紙
の
左
下
に
欠
損
が
あ
り
、
そ
の
作
成
者
あ
る
い

は
作
成
機
関
は
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

古
代
以
来
の
長
い
歴
史
を
も
つ
住
吉
大
社
だ
が
、

明
治
期
に
は
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
神
宮
寺
の
破
却
、
境

内
地
の
近
代
公
園
化
、
そ
れ
に
伴
う
境
内
面
積
の
大

幅
な
減
少
な
ど
、
大
き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま

た
明
治
期
に
は
二
回
の
遷
宮
を
伴
う
修
理
が
行
わ

れ
て
お
り
、
建
物
や
工
作
物
は
変
化
し
、
神
社
空
間

に
も
「
近
代
化
」
が
進
ん
だ
。
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明
治
弐
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十

一
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十
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現
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回
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で
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に
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さ
ま
ざ
ま
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史
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が
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管
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社
務

日
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築
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な
く
、
こ
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は
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資
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な
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。

 

 

住
吉
大
社
の
建
築
に
関
し
て
は
、
住
吉
大
社
歴
史

的
建
造
物
調
査
委
員
会
編
著
『
住
吉
大
社
歴
史
的
建

造
物
調
査
報
告
書
』
（
平
成
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十
一
年
十
月
）
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版
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い
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。
こ
の
報
告
書
は
、
第
四
十
九
回
式

年
遷
宮
（
平
成
二
十
〜
二
十
三
年
）
に
際
し
、
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
住
吉
大
社
の
歴
史
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画
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ペ
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、
二
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一
〇
年
）
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あ
る
。
境
内
に
あ
っ
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宮
寺
は
、

明
治
期
に
消
滅
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た
が
、
遺
構
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移
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・
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い
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と
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こ
の
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、
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社
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社
と
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現
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宮
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を
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。
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接
、
近
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吉
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の
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を
取
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扱
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で
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が
、
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治
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で
は
、
施
設
面

で
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
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。

 

 

「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官

営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
と
、
住
吉
大
社
に
残
る
そ

の
前
後
の
時
期
の
資
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
空
白
期
と
な
っ
て
い
た
明
治
期
の
住
吉

大
社
の
建
築
お
よ
び
境
内
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を
連
続
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に
把

握
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待
さ
れ
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。 

 

○
明
治
期
の
修
営
と
本
文
書
の
作
成
時
期 

 

『
住
吉
大
社
歴
史
的
建
造
物
調
査
報
告
書
』
に
よ

る
と
、
明
治
期
に
は
建
造
物
の
修
理
や
屋
根
の
葺
替

え
な
ど
の
実
施
に
伴
い
、
二
度
の
遷
宮
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
ず
一
度
目
は
明
治
十
年
代
で
、
明
治
十
年

六
月
に
第
一
本
宮
の
仮
遷
宮
が
実
施
さ
れ
、
修
理
が

行
わ
れ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
最
も
破
損
が
甚
だ

し
か
っ
た
第
四
本
宮
の
仮
遷
宮
が
行
わ
れ
た
。
修
理

や
屋
根
の
葺
替
え
を
行
い
、
明
治
十
一
年
五
月
に
第

一
・
第
四
本
宮
、
翌
十
二
年
三
月
に
第
二
・
第
三
本

宮
の
正
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
度
目
の
遷
宮
は

明
治
三
十
年
代
で
、
第
一
本
宮
の
棟
札
の
記
載
に
よ

る
と
、
前
回
の
遷
宮
か
ら
二
十
年
目
の
明
治
三
十
一

年
に
屋
根
の
葺
替
え
が
出
願
さ
れ
た
が
、
許
可
を
得

る
の
に
二
年
を
要
し
、
明
治
三
十
四
年
に
着
手
・
落

成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
本
宮
以
下
の
修
繕
は

―  1  ―
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先
に
延
ば
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か

け
て
完
成
し
た
。 

 

「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官

営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
は
、
こ
の
二
回
の
遷
宮
を

伴
う
大
規
模
な
修
繕
工
事
の
間
に
作
成
さ
れ
て
お

り
、
作
成
年
を
考
え
れ
ば
、
明
治
三
十
年
代
の
明
治

期
二
回
目
の
大
規
模
修
繕
の
計
画
を
い
よ
い
よ
具

体
化
し
よ
う
と
す
る
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。 

 

○
書
き
と
め
ら
れ
た
建
物
や
工
作
物 

 

「
明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官

営
社
営
略
図
及
明
細
書
」
に
は
、
第
一
本
宮
か
ら
始

ま
っ
て
主
な
社
殿
、
そ
れ
ら
に
付
属
す
る
垣
や
土
塀
、

付
属
建
物
、
鳥
居
や
門
、
そ
し
て
末
社
や
蔵
、
橋
な

ど
の
工
作
物
も
含
め
、
一
〇
一
件
の
物
件
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
本
宮
で
は
、
本
殿
、
拝
殿
、
渡
殿
は
、

別
々
の
一
件
と
数
え
て
の
一
〇
一
件
で
あ
る
。
一
件

ご
と
に
、
基
本
的
に
正
面
図
と
側
面
図
、
簡
単
な
平

面
図
が
作
成
さ
れ
、
建
坪
や
高
さ
等
の
記
載
が
あ
る
。

全
て
の
物
件
で
は
な
い
が
、
建
立
時
期
、
修
理
時
期
、

修
理
内
容
の
記
載
、
そ
し
て
そ
の
資
金
を
寄
付
し
た

団
体
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年
か
ら
十
二
年

に
か
け
て
の
大
修
理
以
後
の
小
規
模
な
修
理
に
つ

い
て
の
言
及
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
見
ら
れ
、
近
代
の
住

吉
大
社
の
造
営
史
を
詳
し
く
み
る
上
で
、
新
た
な
知

見
を
あ
た
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

細
か
な
工
作
物
は
省
略
し
て
、
記
載
さ
れ
て
い
る

主
な
建
造
物
名
称
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
一
之
本
宮 

第
二
之
本
宮
（
本
殿
正
面
図
は
見
当
た
ら
な
い
）

 

第
三
之
本
宮 

第
四
之
本
宮 

第
一
之
本
宮
瑞
籬
南
四
足
門
、
北
四
足
門 

仮
社
務
所
、
仮
社
務
処
西
薬
医
門 

高
倉 

東
神
饌
所 

神
楽
所 

神
輿
庫 

文
庫 
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池
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側
絵
馬
掛
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楽
所
（
右
方
、
左
方
） 

皇
典
研
究
所
・
講
社
取
扱
所 

絵
馬
掛
所
（
南
、
北
） 

角
鳥
居 

反
橋
、
便
宜
橋 

西
大
鳥
居
、
東
大
鳥
居
、
南
大
鳥
居
、
北
大
鳥
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摂
社
大
海
神
社 

摂
社
大
海
神
社
鳥
居 

摂
社
志
賀
神
社 

摂
社
船
玉
神
社 

摂
社
若
宮
神
社 

末
社
斯
主
社 

末
社
児
安
社 

末
社
楯
社 

末
社
八
所
神
社 

末
社
鉾
社 

神
饌
所
（
侍
者
社
か
？
） 

末
社
市
社 

末
社
新
宮
社 

末
社
海
士
子
社 

末
社
龍
社 

末
社
今
主
社 

末
社
后
土
社 

神
宮
遥
拝
所 

末
社
長
岡
社 

末
社
貴
船
社 

末
社
苗
見
社 

末
社
誕
生
石 

末
社
五
所
御
前 

招
魂
社 

（
門
や
籬
、
塀
な
ど
は
省
略
） 

  
 

 

こ
れ
ら
の
建
造
物
・
工
作
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧

に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
境
内
の
ど
こ
に
位
置
し

て
い
る
の
か
示
し
た
図
は
な
い
。
実
は
、
明
治
中
期

の
境
内
の
様
子
は
、
前
述
の
報
告
書
『
住
吉
大
社
歴

史
的
建
造
物
調
査
報
告
書
』
で
も
あ
ま
り
明
ら
か
で

は
な
い
。
同
書
に
は
住
吉
大
社
所
蔵
の
絵
図
や
指
図

な
ど
、
境
内
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
の
紹
介
が
あ
る 

  

角鳥居と幸壽門（現況） 御文庫（現況） 若宮八幡宮と南中門（現況） 
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細
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」
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ぞ
れ
丁
寧

に
記
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る
も
の
の
、
境
内
の
ど
こ
に
位
置
し

て
い
る
の
か
示
し
た
図
は
な
い
。
実
は
、
明
治
中
期

の
境
内
の
様
子
は
、
前
述
の
報
告
書
『
住
吉
大
社
歴

史
的
建
造
物
調
査
報
告
書
』
で
も
あ
ま
り
明
ら
か
で

は
な
い
。
同
書
に
は
住
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大
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所
蔵
の
絵
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な
ど
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が
、
そ
の
う
ち
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
は
四
点

で
、
明
治
十
四
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
判
断
で
き

る
も
の
が
三
点
、
残
る
一
点
「
摂
津
国
坐
官
幣
大
社

住
吉
神
社
之
図
」
は
、
明
治
十
六
年
の
境
内
図
で
あ

る
。
明
治
中
期
以
降
の
境
内
図
は
見
当
た
ら
な
い
。

便
宜
的
に
、
現
在
の
境
内
配
置
図
に
記
さ
れ
た
建
造

物
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
配
置
図
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
六
十
七
件
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
四

十
二
件
の
記
載
が
確
認
で
き
た
。
大
正
期
か
ら
昭
和

期
に
か
け
て
、
住
吉
大
社
の
境
内
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
明
治
二
十
八
年
の
記
録
を
現
在
の
境
内
配

置
図
と
比
較
す
る
の
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
の
だ

が
、
こ
の
翻
刻
に
あ
る
一
〇
一
件
の
建
造
物
・
工
作

物
の
姿
図
や
記
述
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
前
後
の

境
内
図
、
さ
ら
に
既
往
研
究
で
の
知
見
を
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
明
治
期
の
住
吉
大
社
の
境

内
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 

 

○
「
官
幣
大
社
住
吉
神
社
境
内
及
附
近
之
圖
」 

（
口
絵
） 

 

関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
明
治

弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営

略
図
及
明
細
書
」
を
入
手
し
た
際
、
文
書
の
綴
り
と

と
も
に
、
一
枚
の
境
内
の
配
置
図
が
含
ま
れ
て
い
た
。

和
紙
に
着
彩
の
配
置
図
で
、
「
官
幣
大
社
住
吉
神
社

境
内
及
附
近
之
圖
」
と
題
さ
れ
、
縮
尺
三
百
分
の
一

で
、
第
一
本
宮
付
近
か
ら
南
海
本
線
住
吉
公
園
駅
付

近
ま
で
、
境
内
の
主
要
な
建
物
や
工
作
物
、
参
道
な

ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
図
に
は
作
成
年
月

の
記
入
が
な
い
が
、
記
述
内
容
か
ら
、
「
明
治
弐
拾

八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図

及
明
細
書
」
の
付
図
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ

り
後
の
作
図
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

配
置
図
の
記
述
内
容
を
も
う
少
し
詳
細
に
見
る
。

南
海
本
線
住
吉
公
園
駅
と
阪
堺
線
の
住
吉
神
社
前

停
留
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
南
海
本
線
は
明
治
十
八

年
、
阪
堺
線
は
明
治
四
十
三
年
の
開
業
で
あ
る
の
で
、

こ
の
配
置
図
は
明
治
末
以
降
の
様
子
を
表
し
た
も

の
と
判
断
で
き
る
。
境
内
に
関
し
て
は
、
四
つ
の
本

宮
よ
り
南
側
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
正
三
年

に
新
築
さ
れ
た
社
務
所
や
大
正
四
年
新
築
の
神
館

が
本
宮
の
南
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
社
務
所
が
現
在

の
位
置
、
つ
ま
り
本
宮
の
北
側
に
移
築
さ
れ
る
の
は

昭
和
五
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
配
置
図
は
、
大
正
中

期
以
降
昭
和
五
年
以
前
の
様
子
を
記
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
こ
の
配
置
図
に
は
、
矢
印
付
き
の
線
な
ど
の

書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
に
は
「
御
休
憩

所
」
や
「
舞
楽
台
覧
所
」
、「
御
参
向
道
」
、「
御
下
向

道
」
と
い
っ
た
語
が
並
ん
で
い
る
。
御
休
憩
所
は
神

館
内
中
央
の
一
番
奥
に
設
け
ら
れ
、
舞
楽
台
覧
所
は
、

石
舞
台
が
望
め
る
神
池
の
西
側
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
凡
例
で
の
言
葉
遣
い
か
ら
、
皇
族
、
あ
る
い
は

高
位
に
あ
っ
た
人
物
の
参
詣
に
際
し
て
の
計
画
図

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

  

 

  

第一本宮東側の高蔵２棟（現況） 反橋（現況） 

 

明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細
書 
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官
幣
大
社
住
吉
神
社

境
内
及
附
近
之
圖
」
と
題
さ
れ
、
縮
尺
三
百
分
の
一

で
、
第
一
本
宮
付
近
か
ら
南
海
本
線
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吉
公
園
駅
付

近
ま
で
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境
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の
主
要
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作
成
年
月

の
記
入
が
な
い
が
、
記
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「
明
治
弐
拾

八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図

及
明
細
書
」
の
付
図
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ

り
後
の
作
図
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察
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配
置
図
の
記
述
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容
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も
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少
し
詳
細
に
見
る
。
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。
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築
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築
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ま
た
こ
の
配
置
図
に
は
、
矢
印
付
き
の
線
な
ど
の

書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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「
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休
憩
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」
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「
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楽
台
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」
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道
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。
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憩
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れ
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舞
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台
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石
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台
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め
る
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凡
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葉
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物
の
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詣
に
際
し
て
の
計
画
図

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
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明
治
弐
拾
八
年
十
一
月
十
五
日 

現
今
建
物
官
営
社
営
略
図
及
明
細
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〈 
凡

例 

〉 
  

一
、
旧
字
体
・
俗
字
・
異
体
字
は
新
字
体
・
正
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、「
仝
」
の
み
原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。 

（
例
） 壹

→

壱
、

廰

→

庁
、

ヿ

→

事
、

→

時
、

→

書 

迠

→

迄
、

尓

→

爾
、

侭

→

儘
、

冝

→

宜
、

脩

→

修 

舩

→

船
、

畧

→

略
、

乄

→

シ
テ
、

→

ト
モ

一
、
助
詞
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
は
、
小
字
で
表
記
し
た
。 

一
、
判
読
不
明
な
文
字
は
、
そ
の
字
数
に
相
当
す
る
数
の
□
で
表
し
た
。 

一
、
文
字
に
疑
義
が
あ
る
も
の
は
、
ル
ビ
で
（

）
に
推
定
さ
れ
る
文
字
を
入
れ
た
。 

一
、
〇
は
文
の
順
序
を
訂
正
す
る
記
号
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
原
文
の
ま
ま
表
記
し
た
。 

一
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
読
点
を
補
っ
た
。 

一
、
段
落
・
行
替
え
な
ど
は
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
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一
、
朱
字
は
『

』
で
表
記
し
た
。 

一
、
取
消
線
に
つ
い
て
は
、
黒
線
は
一
重
線
、
朱
線
は
二
重
線
で
表
記
し
た
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一
、
軽
微
な
挿
入
文
字
は
、
そ
の
ま
ま
文
中
に
挿
入
し
た
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一
、
翻
刻
に
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し
て
の
注
記
は
、
原
文
の
頁
末
尾
に
【

】
で
表
記
し
た
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一
、
史
料
は
便
宜
上
、
表
紙
・
裏
表
紙
を
含
め
た
通
し
番
号
を
打
っ
た
。 

一
、
「
通
し
番
号
」「
建
築
物
名
」
「
建
築
形
式
」
は
、
見
出
し
と
し
て
右
端
に
表
記
し
た
。 

 
    

    

（
通
し
番
号
） 

「
社
名
、
建
築
物
名
、
向
き
」 

「
建
築
形
式
（
造
り
、
破
風
、
拝
殿
）
、
素
材
、
塗
装
法
」 

（
例
） 
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明
治
弐
拾
八
年
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一
月
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五
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現
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官
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略
図
及
明
細
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（
１
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紙
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享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
再
建
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
殿
拝
殿
并 

其
当
時
ノ
費
額
銀
弐
百
参
拾
貫
目 

明
治
十
一
年
家
根
替
ノ
節
啻
ニ
屋
根
葺
換
而

已

ニ
付 

仝
十
年
十
一
月
本
省
願
済
、
社
費
蓄
積
金
ヲ
以
一
ノ
本
宮 

東
南
北
板
忌
垣
并
ニ
屋
根
裏
等
彩
色
剥
落
ノ
処
彩
色
修
繕 

此
費
額
金
弐
拾
円
弐
拾
八
銭 

明
治
卅
一
年
五
月
七
日
大
阪
府
認
可
、
御
屋
根
両
暫
付
破
損
ニ
付
卅
一
年 

度
経
常
営
繕
費
ヲ
以
テ
修
繕
ス 

 

（
２
） 

官
幣
大
社
住
吉
神
社 

第
一
之
本
宮
本
殿 

正
面
ノ
図 

神
家
造 

- 9 - 

 

   
 

此
建
坪 

拾
参
坪
弐
合
八
勺 

 

（
３
） 

仝 

妻
ノ
図 

神
家
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 
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明
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家
根
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社
費
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金
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、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
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十
一
年
三
月
十
三
日
付
ヲ
以
テ
本
省
願
済
、
拝
殿
扉
柱
巻
ノ
金
物
府
下
金
物
商 

一
統
ヨ
リ
惣

（
カ
）

テ
納 

 

後
明
治
十
一
年
○
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
相
成
タ
レ
ト
モ 

啻
ニ
屋
根
葺
替
而

已

ニ
シ
テ
其
他
修
繕
等
難
相
成 

ニ
付
、
蔀
戸
四
組
本
省
願
済
ノ
上
、
十
六
年
下
半
季 

経
費
営
繕
費
九
拾
九
円
四
拾
銭
ヲ
以
テ
改
造
ス 

 

四
社 

前
一
本
宮
二
本
宮
三
本
宮
四
本
宮
拝
殿
棟
四
前
雨
漏
甚
敷 

ニ
ヨ
リ
十
五
年
十
二
月
四
日
大
阪
府
ヘ
願
立
、
金
四
円
六
拾
五
銭
ヲ
以
テ 

雨
漏
ノ
箇
処
而

已

取
繕
フ 

但
シ
二
三
四
本
宮
ト
モ
仝
上
ニ
付
略
ス 

檜
皮
葺
之
積
ヲ
以
テ 

但
シ
官
費
金
九
千
五
百
四
拾
弐
円
拾
三
銭
弐
厘
ヲ
目
的
ニ 

本
年
度
ヨ
リ
起
工
十
一
年
度
迄
三
ヶ
年
間
ニ
割
合
、
若
宮 

分
ヨ
リ
漸
次
ニ
着
手
可
致
、
尤
本
年
度
ニ
テ
三
千
百
八
拾
円 

七
拾
壱
銭
壱
厘
マ
テ
ヲ
仕
払
ノ
積
リ
、
但
シ
寄
附
金
九
百 

七
拾
弐
円
八
十
六
銭
八
厘
も
修
繕
費
中
へ
差
備
候
義
と
本 

省
ノ
指（

カ
）

令
有
之
、
依
之
十
一
年
ハ
○ 

十
一
年
三
月
二
日
附
本
省
願
済
ヲ
以
テ
信
者
ヨ
リ
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
拝
殿
壁 

上
塗
、
但
シ
二
三
四
ノ
本
宮
モ
同
上
ニ
付
略
ス 

 

（
４
） 

仝
拝
殿 

正
面
ノ
図 

切
妻
造
、
千
鳥
唐
破
風
、
割
拝
殿 

- 11 - 
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妻
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切
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造
、
千
鳥
唐
破
風
、
割
拝
殿 

表
ニ
記
ス
、
以
下
准
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仝 
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ノ
図 

此
建
坪 

拾
参
坪
弐
合
八
勺 

此
建
坪 

拾
六
坪
参
合
四
勺 

【
こ
の
後
に
落
丁
あ
り
。
「
第
一
本
宮
拝
殿
の
廊
下
図
」
「
第
二
本
宮
本
殿
の
正
面
図
」
が
抜
け
た
も
の
か
。】 

（
５
） 

（
６
） 

正
面
ノ
図
ニ
記
入
ス 

神
家
造 

―  10  ―
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鳥
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に
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去
ル
明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
替
有
之
、
其
節
ハ
啻
ニ 

屋
根
葺
換
ノ
ミ
ニ
シ
テ
他
ハ
其
儘
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仁
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右
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神
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換
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付
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此
建
坪 

参
坪
九
合
六
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旧
幕
府
ヨ
リ
ノ 

享
和
弐
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
シ
テ 

御
造
営
ニ
係
ル 

 
 
 
 
 

諸
方
有
志
寄
附
金 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
修
繕
、
柱
回
リ
塗
換
、
但
シ
丹
塗 

仝
十
九
年
十
二
月
府
庁
願
済
ノ
上
仝
年
度
営
繕
費
金
拾
九
円
九
拾
銭 

三
厘
ヲ
以
テ
門
下
悉
皆
叩
キ
漆
喰
ニ
ス 

 

（
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）  

 

宮 

第
一
之
本
殿
瑞
籬 
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四
足
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正
面
ノ
図 

―  25  ―



- 26 - 

 

    
 

 

 

（
２７
） 

仝 

妻
ノ
図 

- 27 - 

 

    
 

此
建
坪 

弐
坪
七
合 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ハ
十
年
九
月
』 

屋
根
裏
及
柱
廻
リ
塗
替
、
但
丹
塗
『
中
社
入
蓄
積
金
ノ
内
ヲ
以
テ
』 

『
本
省
願
済
ノ
上
金
廿
三
円
五
拾
銭
ヲ
仕
払
フ
、
但
シ
瑞
門
二
ヶ
所
及
瑞
籬
修
繕
共
』 

  

 

（
２８
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第
一
之
本
殿
瑞
籬 

南
小
門 

正
面
ノ
図 

平
向
唐
門
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此
建
坪 

弐
坪
七
合 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ハ
十
年
九
月
』 

屋
根
裏
及
柱
廻
リ
塗
替
、
但
丹
塗
『
中
社
入
蓄
積
金
ノ
内
ヲ
以
テ
』 

『
本
省
願
済
ノ
上
金
廿
三
円
五
拾
銭
ヲ
仕
払
フ
、
但
シ
瑞
門
二
ヶ
所
及
瑞
籬
修
繕
共
』 

  

 

（
２８
） 

第
一
之
本
殿
瑞
籬 

南
小
門 

正
面
ノ
図 

平
向
唐
門
造 
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此
建
坪 

弐
坪
七
合 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
替 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ハ
十
年
九
月
』 

屋
根
裏
及
柱
回
リ
塗
換
、
但
シ
丹
塗
『
中
本
省
願
済
ノ
上
社
入
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
但
し
瑞
籬
門
二
ケ
所
』 

『
蓄
積
金
廿
三
円
五
拾
銭
支
払
金
ノ
内
ニ
含
蓄
ス
及
瑞
籬
共
』 

  

 

（
３０
） 

仝
瑞
籬 

北
小
門 

正
面
ノ
図 

平
向
唐
門
造 
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此
建
坪 

弐
坪
七
合 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
替 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ハ
十
年
九
月
』 

屋
根
裏
及
柱
回
リ
塗
換
、
但
シ
丹
塗
『
中
本
省
願
済
ノ
上
社
入
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
但
し
瑞
籬
門
二
ケ
所
』 

『
蓄
積
金
廿
三
円
五
拾
銭
支
払
金
ノ
内
ニ
含
蓄
ス
及
瑞
籬
共
』 

  

 

（
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仝
瑞
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北
小
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正
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ノ
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平
向
唐
門
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此
建
坪 

弐
拾
壱
坪
六
合
三
勺 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル 

『
ノ
ミ
』 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
、
其
他
修
繕
塗
換
『
十
年
九
月
中
本
省
願
済
』 

『
□
社
入
蓄
積
ノ
内
ヲ
以
テ
金
弐
拾
三
円
五
拾
銭
ヲ
支
払
フ
其
節
本
省
』 

但
シ
丹
塗
、
尤
モ
官
費
ハ
屋
根
葺
換
ノ
ミ
、
其
他
修
繕
塗
替
等
ノ
『
但
シ
瑞
籬
門
二
ヶ
所
共
』 

『
願
済
、
但
シ
十
年
九
月
ナ
リ
』 

費
ハ
其
節
本
省
願
済
ニ
テ
社
入
蓄
積
金
弐
拾
三
円
五
拾
銭
ヲ
以
テ 

其
費
用
ニ
充
タ
リ 

明
治
十
八
年
七
月
廿
二
日
付
府
庁
願
済
、
十
九
年
度
中
営
繕
費
ヲ
以
テ
瑞
垣
三
方
相
廻
リ 

軒
下
内
外
叩
キ
漆
喰
并
□
延
石
新
築
費
、
其
額
金
六
拾
八
円
五
拾
銭 

 

 

（
３２
） 

第
一
之
本
殿
瑞
籬 

正
面
ノ
図 

丹
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此
建
坪 

弐
拾
壱
坪
六
合
三
勺 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ヨ
リ 

御
造
営
ニ
係
ル 

『
ノ
ミ
』 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
、
其
他
修
繕
塗
換
『
十
年
九
月
中
本
省
願
済
』 

『
□
社
入
蓄
積
ノ
内
ヲ
以
テ
金
弐
拾
三
円
五
拾
銭
ヲ
支
払
フ
其
節
本
省
』 

但
シ
丹
塗
、
尤
モ
官
費
ハ
屋
根
葺
換
ノ
ミ
、
其
他
修
繕
塗
替
等
ノ
『
但
シ
瑞
籬
門
二
ヶ
所
共
』 

『
願
済
、
但
シ
十
年
九
月
ナ
リ
』 

費
ハ
其
節
本
省
願
済
ニ
テ
社
入
蓄
積
金
弐
拾
三
円
五
拾
銭
ヲ
以
テ 

其
費
用
ニ
充
タ
リ 

明
治
十
八
年
七
月
廿
二
日
付
府
庁
願
済
、
十
九
年
度
中
営
繕
費
ヲ
以
テ
瑞
垣
三
方
相
廻
リ 

軒
下
内
外
叩
キ
漆
喰
并
□
延
石
新
築
費
、
其
額
金
六
拾
八
円
五
拾
銭 

 

 

（
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第
一
之
本
殿
瑞
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正
面
ノ
図 

丹
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三
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此
建
坪 

弐
拾
八
坪
四
合 

 

文
化
元
子

年
御
造
営
、
此
費
額
其
当
時
銀
弐
拾
壱
貫
匁 

 
 
 
 

客 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス 

元
上
ノ
直
会
殿
ト
称
セ
シ
建
物
ノ
処
当
今
仮
社
務
所
ト
改
称
シ 

日
々
ノ
社
務
取
扱
フ 

明
治
十
五
年
六
月
九
日
附
ヲ
以
テ
大
阪
府
願
済
ノ
上
本
年
度
経
費
営
繕
費
金 

六
円
八
拾
四
銭
ヲ
以
テ
屋
根
雨
漏
ノ
ケ
所
取
繕
フ 

仝
十
六
年
六
月
十
三
日
付
府
庁
願
済
ヲ
以
テ
家
根
西
手
瓦
棟
及
西
南
側
道
路
境 

界
土
塀
、
歳
月
ヲ
積
ミ
瓦
落
失
ハ
セ
、
或
ハ
欠
損
ノ
箇
所
有
之
、
其
漏
湿
破
壊
ノ 

ケ
所
本
年
度
営
繕
費
金
拾
円
五
拾
五
銭
ヲ
以
テ
小
修
繕
ス 

 

 

（
３４
） 

仮
社
務
所 

正
面
ノ
図 

切
妻
平
向
造 
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建
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弐
拾
八
坪
四
合 

 

文
化
元
子

年
御
造
営
、
此
費
額
其
当
時
銀
弐
拾
壱
貫
匁 

 
 
 
 

客 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス 

元
上
ノ
直
会
殿
ト
称
セ
シ
建
物
ノ
処
当
今
仮
社
務
所
ト
改
称
シ 

日
々
ノ
社
務
取
扱
フ 

明
治
十
五
年
六
月
九
日
附
ヲ
以
テ
大
阪
府
願
済
ノ
上
本
年
度
経
費
営
繕
費
金 

六
円
八
拾
四
銭
ヲ
以
テ
屋
根
雨
漏
ノ
ケ
所
取
繕
フ 

仝
十
六
年
六
月
十
三
日
付
府
庁
願
済
ヲ
以
テ
家
根
西
手
瓦
棟
及
西
南
側
道
路
境 

界
土
塀
、
歳
月
ヲ
積
ミ
瓦
落
失
ハ
セ
、
或
ハ
欠
損
ノ
箇
所
有
之
、
其
漏
湿
破
壊
ノ 

ケ
所
本
年
度
営
繕
費
金
拾
円
五
拾
五
銭
ヲ
以
テ
小
修
繕
ス 

 

 

（
３４
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仮
社
務
所 

正
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ノ
図 

切
妻
平
向
造 
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此
建
坪 

壱
坪
八
合 

 

文
化
元
子

年
御
造
営
ニ
係
ル
、
当
時
費
額
銀
三
貫
二
百
匁 

如
図
両
扉
新
調
、
屋
根
裏 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
御
修
覆
及
柱
回
リ
塗
換 

ハ
信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ 

新
規
扉
出
来
塗
換 

 

 

（
３６
） 

仮
社
務
処
西
薬
医
門 

正
面
ノ
図 

丹
塗 
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此
建
坪 

壱
坪
八
合 

 

文
化
元
子

年
御
造
営
ニ
係
ル
、
当
時
費
額
銀
三
貫
二
百
匁 

如
図
両
扉
新
調
、
屋
根
裏 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ
御
修
覆
及
柱
回
リ
塗
換 

ハ
信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ 

新
規
扉
出
来
塗
換 

 

 

（
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仮
社
務
処
西
薬
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面
ノ
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此
建
坪 

九
坪
七
合
九
勺 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
既
ニ
文
化
元
年 

将
軍
源
家
斉
公
ヨ
リ
金
千
両
寄
附
、
府
内
及
七
ヶ
国
被
免 

勧
化
タ
ル
ト
キ
ノ
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
拾
五
貫 

匁
、
従
来
当
社
境
内
南
方
平
橋
ノ
東
辺
路
傍
ニ
有
之
、
然
ル
ニ 

社
務
所
ヨ
リ
距
離
遠
ク
、
且
柵
外
ニ
テ
窃
盗
ノ
防
禦
難
行
届
、 

故
ニ
年
末
空
虚
ノ
儘
ナ
リ
シ
モ
、
厳
然
タ
ル
倉
庫
ニ
付
、
明
治
十
四
年 

三
月
廿
三
日
付
本
省
伺
済
ノ
上
、
去
ル
十
三
年
七
月
以
来
ノ
蓄
積
営 

繕
費
ノ
内
ヲ
以
テ
之
ニ
相
充
、
既
ニ
当
時
仮
社
務
所
ノ
南
裏
手
ヘ 

移
転
、
其
費
額
金
四
拾
九
円
五
拾
銭 

 

 

（
３８
） 

高 宝
庫 

正
面
ノ
図 

小
棟
造
、
白
木 
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此
建
坪 

九
坪
七
合
九
勺 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
既
ニ
文
化
元
年 

将
軍
源
家
斉
公
ヨ
リ
金
千
両
寄
附
、
府
内
及
七
ヶ
国
被
免 

勧
化
タ
ル
ト
キ
ノ
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
拾
五
貫 

匁
、
従
来
当
社
境
内
南
方
平
橋
ノ
東
辺
路
傍
ニ
有
之
、
然
ル
ニ 

社
務
所
ヨ
リ
距
離
遠
ク
、
且
柵
外
ニ
テ
窃
盗
ノ
防
禦
難
行
届
、 

故
ニ
年
末
空
虚
ノ
儘
ナ
リ
シ
モ
、
厳
然
タ
ル
倉
庫
ニ
付
、
明
治
十
四
年 

三
月
廿
三
日
付
本
省
伺
済
ノ
上
、
去
ル
十
三
年
七
月
以
来
ノ
蓄
積
営 

繕
費
ノ
内
ヲ
以
テ
之
ニ
相
充
、
既
ニ
当
時
仮
社
務
所
ノ
南
裏
手
ヘ 

移
転
、
其
費
額
金
四
拾
九
円
五
拾
銭 

 

 

（
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） 

高 宝
庫 

正
面
ノ
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小
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造
、
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此
建
坪 

弐
拾
坪
三
合
弐
勺 

 

享
和
二
戌

年
炎
上
後
旧
幕
政
府
ヨ
リ
ノ 

再
建 

御
造
営
ニ
係
ル
、
当
時
ノ
費
額
銀
弐
拾 

壱
貫
目 

明
治
十
五
年
ニ
至
リ
外
回
リ
壁
破
壊
シ
難
差
置
、
仍
テ 

同
年
五
月
十
三
日
大
阪
府
ニ
願
済
、
十
四
年
度
経
費
営
繕 

費
ヨ
リ
金
三
円
七
拾
五
銭
ヲ
以
テ
修
繕
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（
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東
神
饌
所 
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ノ
図 
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造 
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弐
拾
坪
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合
弐
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享
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戌

年
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上
後
旧
幕
政
府
ヨ
リ
ノ 

再
建 

御
造
営
ニ
係
ル
、
当
時
ノ
費
額
銀
弐
拾 

壱
貫
目 

明
治
十
五
年
ニ
至
リ
外
回
リ
壁
破
壊
シ
難
差
置
、
仍
テ 

同
年
五
月
十
三
日
大
阪
府
ニ
願
済
、
十
四
年
度
経
費
営
繕 

費
ヨ
リ
金
三
円
七
拾
五
銭
ヲ
以
テ
修
繕
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慶
長
拾
壱
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

享
和
二
年
炎
上
後
文
化
元
年
再
建
、
旧
幕
政
府 

ヨ
リ
ス
、
此
費
額
其
当
時
銀
五
拾
貫
三
百
匁 

 

 

（
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面
ノ
図 
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、
唐
破
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門 

白
木 

―  62  ―



- 62 - 

 

    
 

此
建
坪 

弐
拾
四
坪
弐
合
参
勺 

 

 

（
６７
） 

仝 

妻
ノ
図 

- 63 - 

 

    
 

慶
長
拾
壱
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

明
治
十
年
八
月
大
阪
府
へ
願
立
、
屋
根
破
損
所
修
繕
、
此
費
額
金
五
円
八
拾
五
銭
二
厘
社
費 

社
費
営
繕
費
ヲ
以 

明
治
十
三
年
十
月
廿
九
日
付
官
費
ヲ
以
テ
〇

如
図
両
扉
新
調 

『
本
省
願
済
社
費
ヲ
以
テ
』
金
廿
四
円
弐
銭
ヲ
以
テ
〇 

明
治
十
九
年
十
二
月
府
庁
願
済
上
、
同
年
度
繕
費
金
拾
九
円
拾
七
銭
九
厘 

ヲ
以
テ
門
下
悉
皆
叩
キ
漆
喰
ニ
ス 

 

 

（
６８
） 

南
四
足
門 

白
木 

―  63  ―



- 64 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

楽
所 

正
面
ノ
図
右
方 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

慶
長
十
一
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

此
建
坪 

六
坪
五
勺 

（
６９
） 

（
７０
） 

- 65 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

楽
所 

正
面
ノ
図
左
方 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

慶
長
拾
壱
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

此
建
坪 

拾
四
坪
八
合
三
勺 

（
７１
） 

（
７２
） 

―  64  ―



- 64 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

楽
所 

正
面
ノ
図
右
方 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

慶
長
十
一
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

此
建
坪 

六
坪
五
勺 

（
６９
） 

（
７０
） 

- 65 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

楽
所 

正
面
ノ
図
左
方 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

慶
長
拾
壱
年
内
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
ノ
寄
附 

此
建
坪 

拾
四
坪
八
合
三
勺 

（
７１
） 

（
７２
） 

―  65  ―



- 66 - 

 

  

  
 

仝 

妻
ノ
図 

皇
典
研
究
所 

 
 

 
 
 

 

取
扱 

旧
神
館 

 

今
称
講
社
接
対
所 

正
面
ノ
図 

入
母
家
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
六
拾
五
貫
匁 

此
建
坪 

弐
拾
九
坪
壱
合
七
勺 

（
７３
） 

（
７４
） 

- 67 - 

 

    
 

此
建
坪 

四
拾
壱
坪
九
合 

 

 

（
７５
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  66  ―



- 66 - 

 

  

  
 

仝 

妻
ノ
図 

皇
典
研
究
所 

 
 

 
 
 

 

取
扱 

旧
神
館 

 

今
称
講
社
接
対
所 

正
面
ノ
図 

入
母
家
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
六
拾
五
貫
匁 

此
建
坪 

弐
拾
九
坪
壱
合
七
勺 

（
７３
） 

（
７４
） 

- 67 - 

 

    
 

此
建
坪 

四
拾
壱
坪
九
合 

 

 

（
７５
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  67  ―



- 68 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

下
ノ
客 

ト
称
シ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
元
直
会
殿
ナ
リ
、
直
会
一
所
ナ
リ
シ
モ 

目
下
肩
書
ノ
名
称
ニ
易
ヘ
相
用
ユ
、
尤
モ
御
改
造
当
時
ノ 

費
額
銀
拾
六
貫
五
百
匁 

 

 

（
７６
） 

取
扱 

講
社
接
待
所
東
ノ
間 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

- 69 - 

 

  

   
 

皇
典
研
究
所
屏
重 

旧
神
館
四
足
門 

仝 

妻
ノ
図 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
二
拾
壱
貫
匁 

此
建
坪 

弐
拾
坪
八
合
四
勺 

（
７７
） 

（
７８
） 

―  68  ―



- 68 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

下
ノ
客 

ト
称
シ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
元
直
会
殿
ナ
リ
、
直
会
一
所
ナ
リ
シ
モ 

目
下
肩
書
ノ
名
称
ニ
易
ヘ
相
用
ユ
、
尤
モ
御
改
造
当
時
ノ 

費
額
銀
拾
六
貫
五
百
匁 

 

 

（
７６
） 

取
扱 

講
社
接
待
所
東
ノ
間 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

- 69 - 

 

  

   
 

皇
典
研
究
所
屏
重 

旧
神
館
四
足
門 

仝 

妻
ノ
図 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
二
拾
壱
貫
匁 

此
建
坪 

弐
拾
坪
八
合
四
勺 

（
７７
） 

（
７８
） 

―  69  ―



- 70 - 

 

  

   
 

同 

妻
ノ
図 

皇
典
研
究
所 

旧
神
館
西
門 

正
面
ノ
図 

棟
門
造 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
廿
三
貫
匁 

此
建
坪 

三
坪
七
勺 

（
７９
） 

（
８０
） 

- 71 - 

 

  

  
 

仝 

妻
ノ
図 

五
月
殿 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
八
拾
四
貫
匁 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
八
勺 

（
８１
） 

（
８２
） 

―  70  ―



- 70 - 

 

  

   
 

同 

妻
ノ
図 

皇
典
研
究
所 

旧
神
館
西
門 

正
面
ノ
図 

棟
門
造 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
政
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
廿
三
貫
匁 

此
建
坪 

三
坪
七
勺 

（
７９
） 

（
８０
） 

- 71 - 

 

  

  
 

仝 

妻
ノ
図 

五
月
殿 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕
府
ノ 

御
造
営
ニ
係
ル
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
八
拾
四
貫
匁 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
八
勺 

（
８１
） 

（
８２
） 

―  71  ―



- 72 - 

 

  

   
 

雑
庫 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

仝 

妻
ノ
図 

創
立
年
月
未
詳 

此
建
坪 

参
拾
壱
坪
六
合
壱
勺 

（
８３
） 

（
８４
） 

- 73 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

高 宝
庫 

正
面
ノ
図 

小
棟
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕 

政
府
ヨ
リ
ノ
御
造
営
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
拾
五
貫
目 

此
建
坪 

九
坪
六
合
八
勺 

（
８５
） 

（
８６
） 

―  72  ―



- 72 - 

 

  

   
 

雑
庫 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
白
木 

仝 

妻
ノ
図 

創
立
年
月
未
詳 

此
建
坪 

参
拾
壱
坪
六
合
壱
勺 

（
８３
） 

（
８４
） 

- 73 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

高 宝
庫 

正
面
ノ
図 

小
棟
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
幕
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ノ
物
ニ
シ
テ
旧
幕 

政
府
ヨ
リ
ノ
御
造
営
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
拾
五
貫
目 

此
建
坪 

九
坪
六
合
八
勺 

（
８５
） 

（
８６
） 

―  73  ―



- 74 - 

 

  

   
 

龍
社
側
井
戸
屋
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

仝 

妻
ノ
図 

 

此
建
坪 

九
坪
七
合
九
勺 

（
８７
） 

（
８８
） 

- 75 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

西
小
門
側
井
戸
家
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

 

此
建
坪 

三
坪
四
合 

（
８９
） 

（
９０
） 

―  74  ―



- 74 - 

 

  

   
 

龍
社
側
井
戸
屋
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

仝 

妻
ノ
図 

 

此
建
坪 

九
坪
七
合
九
勺 

（
８７
） 

（
８８
） 

- 75 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

西
小
門
側
井
戸
家
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

 

此
建
坪 

三
坪
四
合 

（
８９
） 

（
９０
） 

―  75  ―



- 76 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

反
橋
池
側
井
戸
屋
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

 

此
建
坪 

三
坪
壱
合
六
勺 

（
９１
） 

（
９２
） 

- 77 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

南
絵
馬
懸
所 

正
面
ノ
図 

切
妻
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ニ
シ
テ 

其
費
額
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

弐
坪
六
合
九
勺 

（
９３
） 

（
９４
） 

―  76  ―



- 76 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

反
橋
池
側
井
戸
屋
形 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

 

此
建
坪 

三
坪
壱
合
六
勺 

（
９１
） 

（
９２
） 

- 77 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

南
絵
馬
懸
所 

正
面
ノ
図 

切
妻
造
、
白
木 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ニ
シ
テ 

其
費
額
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

弐
坪
六
合
九
勺 

（
９３
） 

（
９４
） 

―  77  ―



- 78 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

北
絵
馬
掛
所 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ニ
シ
テ 

費
額
等
ハ
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

拾
七
坪
五
合
五
勺 

（
９５
） 

（
９６
） 

- 79 - 

 

  

   
 

北
絵
馬
所
西
ノ
方 

正
面
ノ
図 

切
妻
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

仝 

妻
ノ
図 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建 

費
額
ハ
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

拾
四
坪
六
合
六
勺 

（
９７
） 

（
９８
） 

―  78  ―



- 78 - 

 

  

   
 

仝 

妻
ノ
図 

北
絵
馬
掛
所 

正
面
ノ
図 

切
妻
造 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建
ニ
シ
テ 

費
額
等
ハ
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

拾
七
坪
五
合
五
勺 

（
９５
） 

（
９６
） 

- 79 - 

 

  

   
 

北
絵
馬
所
西
ノ
方 

正
面
ノ
図 

切
妻
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

仝 

妻
ノ
図 

享
和
弐
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
ノ
再
建 

費
額
ハ
未
詳
、
目
今
社
営 

此
建
坪 

拾
四
坪
六
合
六
勺 

（
９７
） 

（
９８
） 

―  79  ―



- 80 - 

 

      
 

此
建
坪 

拾
七
坪
三
合
三
勺 

 

 

（
９９
） 

仝 

妻
ノ
図 

- 81 - 

 

    

文
化
元
年
旧
政
府
ヨ
リ
再
建
、
其
費
額 

銀
三
貫
二
百
匁 

明
治
十
一
年
御
営
繕
ノ
節
官
費
ヲ
以
テ 

如
図
両
扉
新
調
、
尤
モ
屋
根
裏
柱
回
リ
塗 

替
ハ
諸
方
信
者
有
志
ノ
者
ヨ
リ
塗
換
ヘ 

費
額
等
ハ
悉
知
ス
ル
能
ハ
ス 

  

 

（
１００
） 

東
薬
医
門 

正
面
ノ
図 

丹
塗 

―  80  ―



- 80 - 

 

      
 

此
建
坪 

拾
七
坪
三
合
三
勺 

 

 

（
９９
） 

仝 

妻
ノ
図 

- 81 - 

 

    

文
化
元
年
旧
政
府
ヨ
リ
再
建
、
其
費
額 

銀
三
貫
二
百
匁 

明
治
十
一
年
御
営
繕
ノ
節
官
費
ヲ
以
テ 

如
図
両
扉
新
調
、
尤
モ
屋
根
裏
柱
回
リ
塗 

替
ハ
諸
方
信
者
有
志
ノ
者
ヨ
リ
塗
換
ヘ 

費
額
等
ハ
悉
知
ス
ル
能
ハ
ス 

  

 

（
１００
） 

東
薬
医
門 

正
面
ノ
図 

丹
塗 

―  81  ―



- 82 - 

 

  

  
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
三
勺 

（
１０２
） 

（
１０１
） 

高
サ 

二
間
四
尺
壱
寸 

巾 
 

弐
間
三
尺 

創
立
年
月
等
未
詳 

角
鳥
居 

石
造 

仝 

妻
ノ
図 

- 83 - 

 

    
 

延
テ
弐
拾
間
四
尺
九
寸 

高
サ 

八
尺 

 

在
来
官
営
ノ
分
朽
腐
ニ
付 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ 

取
換
相
成 

  

 

（
１０３
） 

角
鳥
居
左
右
荒
忌
垣 

丹
塗 

―  82  ―



- 82 - 

 

  

  
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
三
勺 

（
１０２
） 

（
１０１
） 

高
サ 

二
間
四
尺
壱
寸 

巾 
 

弐
間
三
尺 

創
立
年
月
等
未
詳 

角
鳥
居 

石
造 

仝 

妻
ノ
図 

- 83 - 

 

    
 

延
テ
弐
拾
間
四
尺
九
寸 

高
サ 

八
尺 

 

在
来
官
営
ノ
分
朽
腐
ニ
付 

明
治
十
一
年
官
費
ヲ
以
テ 

取
換
相
成 

  

 

（
１０３
） 

角
鳥
居
左
右
荒
忌
垣 

丹
塗 

―  83  ―



- 84 - 

 

    
 

長
サ 

拾
壱
間 

巾 
 

三
間
壱
尺 

高
サ 

弐
間
壱
尺
五
分 

 

最
初
豊
太
閤
ノ
寄
附
セ
シ
者
ナ
レ
ド
モ
、
爾
来
大
阪
船
大
工
職
ヨ
リ 

度
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同
年
六
月
八
日
付
ヲ
以
テ
本
省
願
済
、
社
入
積
立
金
ヲ
以
テ 

該
費
ニ
充
再
建
ス 

  

 

（
１２９
） 

仝
社
荒
忌
垣 

丹
塗 

- 103 - 

 

    
 

四
方
延
テ
九
拾
四
間
三
尺
六
寸 

高
サ 

八
尺 

 

在
来
之
分
ハ
荒
忌
垣
ノ
処
、
去
ル
明
治
十
一
年 

本
殿
及
摂
社
神
殿
屋
根
葺
換
ノ
節 

如
図
木
柵
ニ
改
造
、
但
シ
官
費
ニ
テ
成
ル 

  

 

（
１３０
） 

摂
社
大
海
神
社
周
囲
木
柵 

紅
売

（
殻
）

塗 

―  102  ―



- 102 - 

 

    
 

三
方
延
テ
弐
拾
三
間 

高
サ 

八
尺
八
寸 

明
治
十
一
年
本
宮
昉
摂
社
大
海
神
社
屋
根
葺
換
ノ
際 

同
年
六
月
八
日
付
ヲ
以
テ
本
省
願
済
、
社
入
積
立
金
ヲ
以
テ 

該
費
ニ
充
再
建
ス 

  

 

（
１２９
） 

仝
社
荒
忌
垣 

丹
塗 

- 103 - 

 

    
 

四
方
延
テ
九
拾
四
間
三
尺
六
寸 

高
サ 

八
尺 

 

在
来
之
分
ハ
荒
忌
垣
ノ
処
、
去
ル
明
治
十
一
年 

本
殿
及
摂
社
神
殿
屋
根
葺
換
ノ
節 

如
図
木
柵
ニ
改
造
、
但
シ
官
費
ニ
テ
成
ル 

  

 

（
１３０
） 

摂
社
大
海
神
社
周
囲
木
柵 

紅
売

（
殻
）

塗 

―  103  ―



- 104 - 

 

  

   
 

摂
社
志
賀
神
社 

正
面
ノ
図 

流
造
向
拝
附
、
丹
塗 

摂
社
大
海
神
社
鳥
居 

石
造 

享
和
弐
年
『
炎
上
後
』

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

『
其
費
額
ハ
前
書
ノ
通
リ
銀
三
拾
弐
貫
匁
ノ
内
ニ
』 

『
含
蓄
ス
』 

高
サ 

弐
間
二
尺 

巾 
 

壱
間
五
尺
五
寸 

創
立
年
月
未
詳 

（
１３１
） 

（
１３２
） 

- 105 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
弐
合
六
勺 

 

 

（
１３３
） 

仝
社 

妻
ノ
図 

―  104  ―



- 104 - 

 

  

   
 

摂
社
志
賀
神
社 

正
面
ノ
図 

流
造
向
拝
附
、
丹
塗 

摂
社
大
海
神
社
鳥
居 

石
造 

享
和
弐
年
『
炎
上
後
』

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

『
其
費
額
ハ
前
書
ノ
通
リ
銀
三
拾
弐
貫
匁
ノ
内
ニ
』 

『
含
蓄
ス
』 

高
サ 

弐
間
二
尺 

巾 
 

壱
間
五
尺
五
寸 

創
立
年
月
未
詳 

（
１３１
） 

（
１３２
） 

- 105 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
弐
合
六
勺 

 

 

（
１３３
） 

仝
社 

妻
ノ
図 

―  105  ―



- 106 - 

 

   
 

本
宮
『
享
和
弐
年
炎
上
後
』

御
改
造
ト
仝
シ
、『
其
当
時
ノ
費
額
銀
四
貫
八
百
匁
』 

明
治
十
一
年
三
月
二
日
附
ヲ
以
テ
本
省
伺
済
ノ
上 

大
阪
府
平
民
木
田
庄
之
助
外
壱
名
ヨ
リ
東
京 

荷
積
商
組
合
一
同
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
、 

其
他
朽
腐
ノ
ケ
所
修
繕 

  

 

（
１３４
） 

摂
社
船
玉
神
社 

正
面
ノ
図 

神
家
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 107 - 

 

    
 

此
建
坪 

弐
坪
四
合 

 

 

（
１３５
） 

仝
社 

妻
ノ
図 

―  106  ―



- 106 - 

 

   
 

本
宮
『
享
和
弐
年
炎
上
後
』

御
改
造
ト
仝
シ
、『
其
当
時
ノ
費
額
銀
四
貫
八
百
匁
』 

明
治
十
一
年
三
月
二
日
附
ヲ
以
テ
本
省
伺
済
ノ
上 

大
阪
府
平
民
木
田
庄
之
助
外
壱
名
ヨ
リ
東
京 

荷
積
商
組
合
一
同
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
、 

其
他
朽
腐
ノ
ケ
所
修
繕 

  

 

（
１３４
） 

摂
社
船
玉
神
社 

正
面
ノ
図 

神
家
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 107 - 

 

    
 

此
建
坪 

弐
坪
四
合 

 

 

（
１３５
） 

仝
社 

妻
ノ
図 

―  107  ―



- 108 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
ノ
当
時
、
費
額
銀
四
貫
八
百
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ
、
従
来
屋
根
ハ
檜
皮
葺
ノ
処 

明
治
十
一
年
三
月
二
日
付
ヲ
以
テ
本
省
ヘ
願
済
ノ
上
、
社
入
蓄 

積
金
ヲ
以
瓦
葺
ト
ナ
シ
、
其
他
腐
朽
難
支
ケ
所
ハ
取
替
、
此 

費
額
金
四
拾
弐
円 

  

 

（
１３６
） 

摂
社
若
宮
神
社 

正
面
ノ
図 

神
家
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 109 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
六
合
五
勺 

 

 

（
１３７
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  108  ―



- 108 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
ノ
当
時
、
費
額
銀
四
貫
八
百
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ
、
従
来
屋
根
ハ
檜
皮
葺
ノ
処 

明
治
十
一
年
三
月
二
日
付
ヲ
以
テ
本
省
ヘ
願
済
ノ
上
、
社
入
蓄 

積
金
ヲ
以
瓦
葺
ト
ナ
シ
、
其
他
腐
朽
難
支
ケ
所
ハ
取
替
、
此 

費
額
金
四
拾
弐
円 

  

 

（
１３６
） 

摂
社
若
宮
神
社 

正
面
ノ
図 

神
家
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 109 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
六
合
五
勺 

 

 

（
１３７
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  109  ―



- 110 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀 

壱
貫
七
百
目 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１３８
） 

末
社
斯
主
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 111 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
壱
合
七
勺 

 

 

（
１３９
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  110  ―



- 110 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀 

壱
貫
七
百
目 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１３８
） 

末
社
斯
主
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 111 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
壱
合
七
勺 

 

 

（
１３９
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  111  ―



- 112 - 

 

   
 

享
和
二
年
炎
上
后
旧
政
府
ノ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
壱
貫
五
百
目 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

 

 

（
１４０
） 

末
社
児
安
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 113 - 

 

    
 

七
十
二 

此
建
坪 

七
合 

 

 

（
１４１
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  112  ―



- 112 - 

 

   
 

享
和
二
年
炎
上
后
旧
政
府
ノ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀
壱
貫
五
百
目 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

 

 

（
１４０
） 

末
社
児
安
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 113 - 

 

    
 

七
十
二 

此
建
坪 

七
合 

 
 

（
１４１
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  113  ―



- 114 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀 

三
貫
九
百
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１４２
） 

末
社
楯
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 115 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
四
勺 

 

 

（
１４３
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  114  ―



- 114 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ヨ
リ
御
改
造
、
其
当
時
ノ
費
額
銀 

三
貫
九
百
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１４２
） 

末
社
楯
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 115 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
四
勺 

 

 

（
１４３
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  115  ―



- 116 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ノ
御
改
造
、
其
費
額
不
明 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１４４
） 

末
社
八
所
神
社 

正
面
ノ
図 

流
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 117 - 

 

     
 

此
建
坪 

参
合
六
勺 

 

（
１４５
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  116  ―



- 116 - 

 

    
 

享
和
二
年
炎
上
後
旧
政
府
ノ
御
改
造
、
其
費
額
不
明 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

  

 

（
１４４
） 

末
社
八
所
神
社 

正
面
ノ
図 

流
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 117 - 

 

     
 

此
建
坪 

参
合
六
勺 

 

（
１４５
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  117  ―



- 118 - 

 

    
 

享
和
弐
年
炎
上
後
再
建
、
旧
幕
政
府
ノ
御
造
営 

其
当
時
ノ
費
額
銀
二
貫
七
百
匁 

明
治
七
年
九
月
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国
信
者
ノ 

有
志
寄
附
金
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
及
其
他
破
損
ノ 

ケ
所
小
修
繕 

 

 

（
１４６
） 

末
社
鉾
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 119 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
弐
勺 

 

 

（
１４７
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  118  ―



- 118 - 

 

    
 

享
和
弐
年
炎
上
後
再
建
、
旧
幕
政
府
ノ
御
造
営 

其
当
時
ノ
費
額
銀
二
貫
七
百
匁 

明
治
七
年
九
月
旧
教
部
省
ヘ
伺
済
ノ
上
、
諸
国
信
者
ノ 

有
志
寄
附
金
ヲ
以
テ
屋
根
葺
換
及
其
他
破
損
ノ 

ケ
所
小
修
繕 

 

 

（
１４６
） 

末
社
鉾
社 

正
面
ノ
図 

妻
向
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 119 - 

 

    
 

此
建
坪 

壱
坪
九
合
弐
勺 

 

 

（
１４７
） 

仝 

妻
ノ
図 

―  119  ―



- 120 - 

 

    
 

文
化
元
年
御
改
造
ニ
付
其
当
時
ノ
費
額
銀
四
拾
三
貫
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
十
一
年
官
費
屋
根
葺
換
、
其
際 

屋
根
裏
及
桁
梁
垂
木
柱
等
胡
粉
又
ハ
丹 

 

ハ 

塗
々
替
ヘ
有
志
寄
附
ヲ
以
テ
塗
換
ス 

  

 

（
１４８
） 

西
神
饌
所 

侍
者
社 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 121 - 

 

  

   
 

侍
者
社
鳥
居 

木
造
、
丹
塗 

仝
社 

妻
ノ
図 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

此
建
坪 

弐
拾
五
坪
弐
合
壱
勺 

（
１４９
） 

（
１５０
） 

―  120  ―



- 120 - 

 

    
 

文
化
元
年
御
改
造
ニ
付
其
当
時
ノ
費
額
銀
四
拾
三
貫
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
十
一
年
官
費
屋
根
葺
換
、
其
際 

屋
根
裏
及
桁
梁
垂
木
柱
等
胡
粉
又
ハ
丹 

 

ハ 

塗
々
替
ヘ
有
志
寄
附
ヲ
以
テ
塗
換
ス 

  

 

（
１４８
） 

西
神
饌
所 

侍
者
社 

正
面
ノ
図 

平
向
切
妻
造
、
胡
粉
塗
、
桁
梁
柱
垂
木
丹
塗 

- 121 - 

 

  

   
 

侍
者
社
鳥
居 

木
造
、
丹
塗 

仝
社 

妻
ノ
図 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

明
治
七
年
旧
教
部
省
伺
済
ノ
上
諸
国 

信
者
ノ
寄
附
ヲ
以
テ
小
修
繕 

此
建
坪 

弐
拾
五
坪
弐
合
壱
勺 

（
１４９
） 

（
１５０
） 

―  121  ―



- 122 - 

 

     
 

文
化
元
年
御
改
造
ノ
節
費
額
銀
四
貫
百
匁 

本
宮
御
改
造
ト
仝
シ 

近
来
大
阪
砂
糖
屋
中
有
志
ノ 

寄
附
ヲ
以
テ
或
ハ
改
造
シ
或
ハ
修
覆
ス 

其
年
暦
詳
カ
ナ
ラ
ズ 

  

 

（
１５１
） 

末
社
市
社 

正
面
ノ
図 

平
向
流
造
、
但
シ
白
木 

- 123 - 

 

  

   
 

末
社
市
社
拝
殿 

正
面
ノ
図 

平
向
造 

仝 

妻
ノ
図 

大
阪
砂
糖
屋
中
ヨ
リ
奉
納 

其
年
暦
未
詳 

此
建
坪 

六
合
九
勺 

（
１５２
） 

（
１５３
） 

―  122  ―



- 122 - 
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